
 

 

 

 

 

 

  極点データ処理、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算、シュミット因子計算 

  アルミニウムH材、O材のシュミット因子計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０９月０７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



 １．Ｓａｍｐｌｅ（アルミニウムＨ材） 

 ２．アルミニウム粉末（ｒａｎｄｏｍ） 

  ２．１ｒａｎｄｏｍ試料からｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成 

  ２．２ｒａｎｄｏｍ試料データ処理 

 ３．Ｓａｍｐｌｅ（Ｈ材）データ処理 

 ４．ＬａｂｏＴｅｘ入力データ作成 

 ５．ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

  ５．１入力極点図と ODF解析後の極点図からＲｐ％計算 

  ５．２ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ評価 

  ５．３｛３０１｝＜－１０３＞を追加してＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

  ５．４ＤａｔａＢａｓｅに２方位追加したＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

  ５．５入力極点図から計算した ODF図の極点図とＶＦ％の極点図比較 

 ６．ＤａｔａＢａｓｅに２方位追加したＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎからシュミット因子計算 

 ７．Ｓａｍｐｌｅ（アルミニウムＯ材） 

 ８．Ｓａｍｐｌｅ（Ｏ材）データ処理 

 ９．ＬａｂｏＴｅｘ入力データ作成 

 １０．ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

  １０．１入力極点図と ODF解析後の極点図からＲｐ％計算 

  １０．２ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ評価 

  １０．３｛１１４｝＜－１―７２＞を追加してＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

  １０．４入力極点図から計算した ODF図の極点図とＶＦ％の極点図比較 

 １１．ＤａｔａＢａｓｅに１方位追加したＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎからシュミット因子計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．Ｓａｍｐｌｅ（アルミニウムＨ材） 

  

 

 

 

 

 

バックグランドが非常に小さいー＞ｒａｎｄｏｍ成分なし 

 

 

 

 

 

 



２．アルミニウム粉末（ｒａｎｄｏｍ） 

 

 

 

 

試料を煽ったα=１５度のバックグランドが上がり気味のため、データ処理で修正を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．１ｒａｎｄｏｍ試料からｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成 

バックグランド修正モード 

 

バックグランドプロファイルの修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．２ｒａｎｄｏｍ試料データ処理 

 

バックグランド削除＋規格化 

 

Ｒｐ％ 

  

ｄｅｆｏｃｕｓデータ登録 

 

 



３．Ｓａｍｐｌｅ（Ｈ材）データ処理 

 

 

Ｒｐ％が最小に調整する。 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓは補正されています。 



４．ＬａｂｏＴｅｘ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

  

入力データ 

 

ODF解析後の極点図 

 

 

 

 



５．１入力極点図と ODF解析後の極点図からＲｐ％計算 

 

 

Ｒｐ％＝２．２％で入力データは良好、更にＯＤＦ解析のＭｉｎ＝０．０００でｒａｎｄｏｍ方位なし 

Ｒｐ％が大きい場合、入力データに異常があります。 

 

 

 



 ＯＤＦをＥｘｐｏｒｔしＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＲａｎｄｏｍＬｅｖｅｌ評価 

 若し、ｒａｎｄｏｍ成分が存在していれば、方位密度１．０以下にｒａｎｄｏｍのピークが 

 形成されるが、ＥｘｐｏｒｔされたＯＤＦ図から、０位置にピークが形成されているため 

 ｒａｎｄｏｍは０％である。 

  

 

   ｒａｎｄｏｍ＝０％ 

   １．０以下の平均値は０．１２ 全ての平均値０．９７ 

  方位密度１．０以下が４９１１点（割合） 

     ４９１１／（１９ｘ１９ｘ１８）ｘ１００％ 

 



５．２ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ評価 

  

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄはｒａｎｄｏｍを含まないその他の方位である。 

極点図から ODF解析結果     VF%から計算した ODF図 

 ｛３０１｝＜－１０３＞が検索されていない 

 

左右同じＯＤＦ図になるように方位を追加します。 

ＤａｔａＢａｓｅに｛３０１｝＜－１０３＞追加 

 

 

 

 

 



５．３｛３０１｝＜－１０３＞を追加してＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 ｛１３９｝＜０－３１＞も検出されていないので追加 

 

 

｛１３９｝＜０－３１＞をＤａｔａＢａｓｅに追加 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．４ＤａｔａＢａｓｅに２方位追加したＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

    VF%から計算した ODF図 

ほぼ同一のＯＤＦ図なになりました。 

入力極点図から計算した ODFから計算した極点図 

 

VF%から計算した極点図 

主要な極密度は一致しています。 



５．５入力極点図から計算した ODF図の極点図とＶＦ％の極点図比較 

 

 ｛２００｝の極密度の違い 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ＤａｔａＢａｓｅに２方位追加したＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎからシュミット因子計算 

アルミニウムＨ材 

 

 入力データのｒａｎｄｏｍ方位なしからＶＦ％が計算し、ほぼ定量されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．Ｓａｍｐｌｅ（アルミニウムＯ材） 

 

 

 

 

 

８．Ｓａｍｐｌｅ（Ｏ材）データ処理 



 

 

最適化Ｒｐ％結果 

 

 

 

９．ＬａｂｏＴｅｘ入力データ作成 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

  

入力極点図 

 

 

ODF解析後の極点図 

 

 

 



１０．１入力極点図と ODF解析後の極点図からＲｐ％計算 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２で予測したＲｐ％＝３．１と同様な結果が得られています。 

 

ｒａｎｄｏｍレベルは、０．２％でほぼ０．０％が得られています。 



１０．２ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．３｛１１４｝＜－１―７２＞を追加してＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 

 

 



１０．４入力極点図から計算した ODF図の極点図とＶＦ％の極点図比較 

 

基準内に収まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．ＤａｔａＢａｓｅに１方位追加したＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎからシュミット因子計算 

 

 

 


